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本日の論旨 

Å在宅での医療介護のＩＣＴ連携 

ï何が問題か 

ïどうすれば解決できるか 

ï具体的な提案 

 

Å災害医療ＩＣＴとの接点 

ï次なる広域災害への備え；危惧する点 

ï在宅での医療介護連携ＩＣＴが広域災害を救う 

 



在宅での医療介護のＩＣＴ連携 

何が問題か 

 
Å多種多様な背景を持つ多くの職種が参加 

ï医師、歯科医師、薬剤師、看護師、介護士など等 

ï年齢、リテラシー（機器操作能力）多様 

ï患者自身とその家族も重要な参加者 

Å必要な情報も多様（記事、写真、動画など） 

Å訪問系サービスの経営は楽でない 

 

Åいきなり電子カルテもどきを導入しても無理 



在宅での医療介護のＩＣＴ連携 

どうすれば解決できるか 

Å情報の要は、紙の「連絡ノート」：誰でも使
える、皆使っている 

ïスマートフォン、カメラ付き携帯、タブレット、デ
ジカメなどで、「連絡ノート」等を撮影 

ïクラウドにアップし共有する：第6回で紹介 

ï必要に応じ、テキスト化、電子カルテへの取り
込み、画面ショットの貼り付け 



紙カルテをスマートフォン/タブレット
でクラウド内に取り込む 



スマートフォン/タブレットで、手書き記事を
クラウド内に取り込む 







クラウドサーバー 

GPS搭載 
デジタルカメラ 

GPS搭載 
カメラ付き携帯機器 

クリニック 

病院 

インターネット接続 





カルテ情報地域共有システムの全体像 

訪問看護事務所Ｃ 

クリニックＢ 
病院Ａ 

患者携帯電話 

クラウド内の 
カルテ情報地域共有サーバー 
（個人情報の無い共有カルテ） 

自院患者リスト 
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在宅での医療介護のＩＣＴ連携 

具体的な提案 

Å「連絡ノート」等の撮影、メモ 

Åクラウドにアップし共有する 

Åクラウド上での「連絡ノート」の閲覧 

Å「連絡ノート」画像などからテキストへ 

Å電子カルテ画面の貼り付け 



災害医療ＩＣＴとの接点 
次なる広域災害への備え；危惧する点 

Å普段使っていない物は、修羅場では役立たず 

ï機器、システムへの習熟が不可欠 

ïＰＤＣＡサイクルで持続的改良 機器の維持  

Å発災初期は、紙しか使えない 通信は途絶 

Å現場のマンパワー不足を如何にして補うか 

 

Å在宅医療介護連携ＩＣＴが、広域災害を救う 



被災地全体をＩＣＴで一元的にカバーする 
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中村 次人 



災害医療ＩＣＴとの接点 
在宅医療介護連携ＩＣＴが、広域災害を救う 

Å発災初期は、紙しか使えない  

Å現場写真、紙のメモの撮影：ＧＰＳ情報付き 

Å通信は途絶 

Åオフライン機能 ＪＡＸＡ「絆」等の衛星通信 

Å地図上に展開、整理 

Å現場のマンパワー不足を如何にして補うか 

Å遠隔地の非被災地で後方支援 

 



結 語 

Å在宅での医療介護のＩＣＴ連携 

ï多様な人材のリテラシーが問題だ。金も無い 

ï普段使い慣れている安価な民生機器の活用 

ï「連絡ノート」のクラウド化 テキストデータへの
シームレスな移行 

Å災害医療ＩＣＴとの接点 

ï普段使ってない物は、修羅場では役立たず 

ï在宅での医療介護連携ＩＣＴが、広域災害を救う 


